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結言 :消化器癌の画像診断技術が進歩 した現在でも

膵癌の診断は困難を極める.我 々は膵癌 と高率に反応

するモノクローナル抗体 A7を 1311ゃ11llnで標識 して

膵癌のイメージングに応用可能なことを報告 してき

た1)。
今回,A7を

1311ゃ11llnよリイメージングに適 して

いるとされる99mTcで標識 し,ヒ ト膵癌のイメージン

グに応用可能か検討したので報告する。

材料 と方法 :1)モ ノクローナル抗体 A7:A7は し

卜84~癌の約80%と 反応するが,正 常組織 とはほとんど

反応 しなヤゝ分. 2)A7を hydrOxymethylene diphos

phonateで
99mTcと架橋 して標識 した。99mTc標 識 A7

と非標識 A7と 合ヽ, competitive inhibition assay2)をイ子

い抗体活性を検討 した。3)A7と 反応するヒト膵癌培

養細胞株 HPC YS移 植ヌー ドマウスに99mTc標
識 A7

を静注し,経 時的に腫瘍や正常臓器を摘出して重量を

測定後に放射線量を γ‐カウンターで測定 した。対照 と

して正常マウス IgGを 99mTc標
識 し,同 様 の検討 を

行った。単位重量当りの放射線量を算出し,そ の結果

を組織/血液比で表わした。

結果 :1)50%反 応が抑制された時の99mTc標
識 A7

の抗体活性は,非 標識 A7と 比較 して97%保 持 されて

いた.2)99mTc標 識 A7の 腫瘍に関する組織/血液比は

投与後 1時 間目では012± 0.01であったが,一 峰性に

経時的に増加 し,投与後24時間目の99mTc標
識 A7の 腫

瘍に関する,組織/血液比は2.03に達した。また正常組

織の,組 織/血液比はいずれも低値であった(Fig.1).

考察 :我々は1311ゃ11llnで標識したA7が膵癌のイ

メージングに応用可能であることを報告してきた11

最近では99mTcが1311ゃ11llnよリイメージングの核種

として有用であるとされている31その理由は,①半減

期が短く,放 出 γ線エネルギーが強くないために被曝

線量が少なく安全に使用できる,② 安定した品質の放

射性同位元素を効率よく得られ,経 済的である,③ イ

オン,キ レート化合物,コ ロイドなど多様で安定な化
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Fig. l  Distribution of 99mTc labeled monocional

antibody A7 in nude rnice bearing human pancre―

atic carcinoma xenografts at 24 hours after

administration.
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学形態 をとりうる,な どである。.本検討により,99mTc

標識 A7が 安全で精度 の高い immunoscintigraphyに

応用できる可能性が示唆された。
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